
成績概要書(作成　2007年１月)

研究課題名：春まき小麦新品種候補　「北見春67号」
　（道央以南の転換畑地帯における春まき小麦品種育成）
　（道央以南向け高品質春まき小麦の開発促進）
　（障害耐性に優れる道央以南向け高品質春まき小麦の選抜強化）
担当部署：北見農試・作物研究部・麦類科
　　　　　　 中央農試・作物研究部・畑作科
予算区分：道費、指定試験
研究期間：1994～2006年度（平成6～18年度）

１．　特性一覧表
系統名　 　　小麦「北見春67号」 組合せ C9304/Katepwa//春のあけぼの
特性　　　　　長所　　１．穂発芽性が“難”である。
　　　　　　　　　　　　　２．デオキシニバレノール汚染が少ない。
　　　　　　　　　　　　　３．多収で、千粒重が大きい。
　　　　　　　　　　　　　４．製パン性が優れる。

　　　　　　　　短所　　１．粗蛋白含量がやや少ない。
　　　　　　　　　　　　　２．成熟期がやや遅い。

採用県および普及見込み面積　　　北海道　　1,500ha

北見農試(育成地)
北見春67号 ハルユタカ 春よ恋 北見春67号 ハルユタカ 春よ恋 北見春67号 ハルユタカ 春よ恋

(標準･対照) (比較・対照） (標準･対照) (比較・対照） (標準･対照) (比較・対照）

閉 閉 閉 － － － － － －
多・長 多・長 多・長 － － － － － －
紡錘状 紡錘状 紡錘状 － － － － － －

黄 黄 黄 － － － － － －
中生 中生 中生 中生 中生 中生 中生 中生 中生
6/25 6/26 6/25 6/19 6/21 6/21 6/24 6/24 6/24
8/12 8/11 8/10 8/2 7/31 7/31 8/7 8/6 8/5
88 85 89 92 85 93 85 80 85
7.6 8.1 8.2 7.8 8.5 8.5 7.5 8.0 8.1
492 488 540 475 475 484 483 448 460
55.1 51.5 53.2 57.7 51.4 55.1 49.6 42.7 46.5
107 100 103 113 100 108 116 100 109
824 814 819 811 808 818 824 812 820
44.5 41.2 42.8 46.2 40.9 41.4 44.2 41.0 41.2
上下 中上 中上 中上 中上 中上 - - -
11.6 13.2 12.9 10.6 11.7 11.6 11.4 12.4 12.4
1.52 1.64 1.55 1.57 1.66 1.60 1.53 1.62 1.56

障害抵抗性・品質特性およびパン適性
北見春67号 ハルユタカ 春よ恋

障害抵抗性 強 やや強 やや強
中 やや強 強
中 やや弱 中
0.7 4.3 1.5

やや強 強 中
難 中 やや難

品質特性 硝子質 硝子質 硝子質
中 やや高 やや低

やや高 やや高 中
やや多 多 多 　図１　圃場における穂発芽粒率の推移(中央農試 2003年

やや少 中 中
中 中 やや大
高 高 高
中 中 中
強 やや強 かなり強

やや大 中 かなり大
パン適性

2)
14.5 14.6 -
14.9 13.8 -
75.9 65.5 -
74.9 67.7 -

注1)デオキシニバレノール濃度は中央農試圃場における赤かび病発生時の子実
　　について分析した平均値(2001～2006年)。 　図2　赤かび病発生時のDON濃度(ppm)の比較
注2)パン試験の評点は製粉協会、北海道製粉工業協同組合による評価(2003～ 　　　（中央農試　2001～2006年)
　　2005年）。吸水性、作業性は1CWを16点、製品評価と総合評価は1CWを80点
　　として評価。

作業性(20点)
製品評価(100点)
総合評価(100点)
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吸水性(20点)
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60%粉　粗蛋白質含量
60%粉　灰分含量
アミログラム最高粘度

2004～2006年試験年次 2003～2006年

赤さび病抵抗性
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赤かび病抵抗性

芒の多少・長短
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早晩性
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穂型
ふの色

成熟期（月日）
稈長(cm)
穂長(cm)
穂数(本/㎡)

原粒粗蛋白質含量(%)

リットル重（ｇ）
千粒重（ｇ）
原麦粒の見かけの品質

子実重(kg/a)
対標準比率(%)

ファリノグラム　ﾊﾞﾛﾘｰﾒｰﾀｰﾊﾞﾘｭｳ

試験場所 中央農試・上川農試 現地試験(11ｶ所)
系統・品種名

形　　　質

原粒灰分含量(%)
2003～2006年
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２．　「北見春67号」の特記すべき特徴

３．　優良品種に採用しようとする理由

４．　普及見込み地帯 北海道　春まき小麦栽培地帯

５．　栽培上の注意
　１）粗蛋白質含量がやや少ないため、開花期以降の尿素葉面散布を基本とする。

　２）赤かび病発生時のDON汚染は少ないが、赤かび病抵抗性は“中”であるため、適切な防除に努める。

　北海道における春まき小麦の作付面積は1995年には9,000ha以上あったが、穂発芽や赤かび病の発生により生

産量が安定しないことから作付が敬遠され、1999年には5,000haを下回った。穂発芽や赤かび病など雨害の発生

は1995年から2002年の8年間に渡って続き、反収が100kgを下回る極めて低収の年もあった。この間、2000年には

「春よ恋」が育成され、また、初冬まきによる前進栽培により「ハルユタカ」が一定規模栽培されるなど、品種や栽培

技術により生産の安定化が図られてきた。また、国産パン用小麦に対する需要の高まりもあって、作付面積は近年

増加傾向にある。

　しかしながら、春まき小麦の生産では、常に穂発芽や赤かび病の多発、およびこれらを含む規格外率の高さなど

の不安定要因が大きな問題となる。穂発芽については、収穫期の天候に比較的恵まれた2003年以降も常に規格

外の要因としてあがっている。赤かび病については、2002年に赤かび病菌の産生するかび毒の一種であるデオキ

シニバレノール（DON）について暫定基準値(1.1ppm)が定められ、これを超える生産物の流通ができなくなった。こ

のため、DON汚染に対する危惧から春まき小麦の生産を見合わせている地区もある。また、登熟期が高温に推移

する地域では、細麦が発生しやすく、粒厚選別時の歩留の低下や落等につながっている。これらのことから、春ま

き小麦の安定生産には、穂発芽耐性に優れ、子実のDON汚染が少なく、千粒重が大きく粒厚の厚い品種が重要

な役割を果たす。

　　「北見春67号」は、「ハルユタカ」、「春よ恋」に比べ穂発芽耐性が明らかに優れ、赤かび病発生時の子実中の

DON濃度が低い。千粒重が大きく、粒厚が厚いため、2.4mm篩上の整粒歩合が高い。収量性は「ハルユタカ」より

多収で、「春よ恋」並かやや優る。製パン性は「ハルユタカ」より優れ、既存の北海道産パン用小麦と同様に使用で

きる。原粒蛋白質含量が「ハルユタカ」、「春よ恋」よりやや少ないが、開花期以降の葉面散布（2%尿素 100l/10a)な

どの追肥技術により「春よ恋」並に高めることが可能である。また、初冬まき栽培も可能である。

　以上により、「北見春67号」を、「ハルユタカ」と、一部の「春よ恋」に置き換えるとともに、穂発芽やDON汚染、ある

いは細麦の発生により春まき小麦の生産性が不安定な地域に普及することにより、需要の高まっている北海道産

春まき小麦の生産性の向上と安定化が図られる。

奨決試験における「北見春67号」子実重の「ハルユタカ」対比(括弧内は「春よ恋」対比（斜体）と供試箇所数)
　　　　　　注1)試験研究機関は2003～2006年、現地委託は2004～2006年の平均

　穂発芽耐性は、「ハルユタカ」、「春よ恋」より明らかに優れる。赤かび病発生時のDON濃度が「ハルユタカ」、「春
よ恋」より低い。千粒重は「ハルユタカ」、「春よ恋」より大きい。収量性は「ハルユタカ」より優り、「春よ恋」並かやや優
る。製パン性は「ハルユタカ」より優れ、既存の北海道産パン用小麦と同様に使用できる。
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